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B 121 頒tz対すit^佃哨の^

　　　　t.事々短大才嶋草生。　蓋%短友〇鴻木着陥

　　　　鳶療友匁%　木材光雄

　目的　4物麺れとI' うt!楕別

画^．この4う々吟で，誦の新し口饗屡を葡萄iうT=めのり3 " 3 々楓み万々されていう。

t のう^のけiin＼ <了')ツド(複名) 獅維X- ある. このiう' -, 桶kl 名繊£の劇削)護

名f｀^んに'-J 5 とちむs れiとか≒コストイ&城の^めべれい3 I 冶でヽ朱色されi *う

にり^ ■<:■ぷろう。この４う々匍j^-､ｒ立って, 勿散巣財r^ >J刎冷染邑,こ関t =t>羞走データ

を得^r^め，誦rこ対 ^敷諌・う奪集耕の策着苛漸

　力埴　秘教のぶりエスヲ･し吊li･i {>■了包了－ト陥<n 弗販う散気荷で桶, 集色し，気息隻

t々九り,リ

ゐ-g用いて，絹Z7o°c , おﾋ-h^び‘勿゜c, 泊比/；り回で･i<? 力r 摩色i だ。玲泌をｴｰ

9 ) ーしでz彦,こ弗眺し奢烏血下,5 び海邑卸力うのエタノ~lレn i ^岑静緬急凌l玩色乙

え, それぞれ蓬継胤外濠度Ｊ･ぷび爽it-量■^求札吸－肩温偉t 作べしあ。

　紬気　即くの市販烏淑僥寿め今rいn馮% ')粟島レり1 6 のひ, A べ胤－1 § ^ のうas 乱

４く毫3 ^ 集荷でいt-^脛弓う渡,r 4ヽさ(･ものr 両"b。1 りわ5 - 床荷刀七客席改心i つ

て昧,－》ぐ゛'洗礼（冠うう度rこ大さ"ji^TiS うとｏうこX.で冴s.芝准－ろう度の改与屹にっ

いてU昌T瀕討中で^=b．3 七竃鳥悛とも苓#造の廊原色明らぷにl 3 ‾｀（　2 , 3 の

家財について平衡栗色t行っ袈紡－／'P碑瞬維め嶋令rこ一般にl.S ト^ *う'ドi 敵丿望・ヤ■j

ST, 恥ん岫li(k. m もしくにr U-M A^iAJrｔ と乃え$ れ□りの吸も'^温J

で･-)L^＼^仮走よ-? 陳 *め繋う)学的1＼' うﾒヽ- )を求あぢ。

B 122 直剣了,レコ- Iﾚφ心ft ける分散染料にJる合痛康雄の染色姓

　　　　広島大数有　岩色芳男　O橋恥^I子　岡部瑞焼ヽ

　葬的　水の代わりに南糠ヽ溶媒ISいる參媒豪もは，深:色後グ）排糾i よる療疫?5 梁。防iJ:.,

梁色加£の均一性，染色ま席・向上による膚源・エネ）しギ一の節約寄の立遍りヽら, 最よ注

a ざれているが，水系染色と比べ雇寅が浅ヽr<め，未rぞ不明々恥が今ゝゝ。⌒肌%料分子

の扉維内部への拡散速度や茅衡梁^量心ま，溥楳，歳軋染料およひ才色助到の化憧的性

讐ヵヽご聞かするものと罠･われろ，本絹凭でit, i鎖了，レコ- )しゆ示j? iT る冷散希料による合

旅繊維・染色性t／溶媒。旅緩おぷひヽ原色｡助剤の連類との関建にお。- t 検剥し代。

　方浪　/合成繊継としいよ,ホft) ェ.ズヂル，ダイロンおS ひビ’ニロy-?& t . 分奮梁癖のt

ヂ･レ甥質t Iで[i, 戸－Am'in.oazo[>enとem（C.I. S'olveni Ye//。M l ).-L, そ色落媒として，ち　エ｡

？ノール，n-ﾌﾟﾛﾋﾟ1ﾚ了･レコー）しおよぴn-ﾌﾞ幻し7 )レコー･しt, 俵色助剤と.Iてli, 7ニ

フKン野≪7活姓剤了･レそルf麦蔵エスr ･しすI-りウA, 力希オン界面活性剤了･レそ･レベンいし

ジメ千>レ了ンモ｡ニ,ウムヽクロリトおよびノニ才ン界面活性剤がりオそシエ｡テレンノニ｡,レフr/

－ルエー- 予ル^ 用いf:。梁色ぽ原隊畢浴におV ■て, 温膚^0おj- び｀7ひ°cで回おrt。

　紬m.　1）何れの植維, 疼媒おj び梁色助剤め組冶ヽね<■ I' おヽヽても,一迦の凛度寵囲内r

ば，吸*等藻線はHeY､ツ型1 示<- r^。z）梁着蔓は直鎖7 )しコー，しおSひf界a7活性剤の種類

1' X‘□

面治性剤i添郎すると, 染着麦i-i 増η口もしくは減少ヽI. fい私　その効果は界a活性刻I-より

相虚しμ。3）乖色速皮曲線・ヽらがめH拡散係れD および袱色速度定収KぽボリX Xテル繊

維のそれ収最1; Aヽヒな，だ。0 およひ" K は, 溶媒, 界面活性剤の角一号,算により変£しμ。


